
                          
 

星
空
を
眺
め
て
い
る
と
つ
く
づ
く

不
思
議
な
気
持
ち
に
な
る
。
天
に
広

が
る
途
方
も
な
い
宇
宙
、
そ
し
て

我
々
が
住
む
こ
の
世
界
は
、
い
つ
ど

の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

西
洋
で
は
か
つ
て
天
動

説
が
説
か
れ
、
そ
れ
が
や

が
て
地
動
説
へ
と
変
わ

り
、
二
十
世
紀
に
な
る
と

量
子
力
学
や
宇
宙
物
理
学

な
ど
に
よ
っ
て
「
ビ
ッ
グ

バ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
宇
宙

誕
生
論
が
で
き
た
。
天
文

学
者
に
よ
る
観
測
と
物
理

学
者
に
よ
る
計
算
が
、
宇

宙
が
膨
張
し
続
け
て
い
る

こ
と
を
発
見
し
た
の
だ
。

よ
っ
て
、
宇
宙
の
初
期
は

ご
く
小
さ
か
っ
た
は
ず

で
、
そ
こ
か
ら
世
界
は
始
ま
っ
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
現
代
で
は
、
新
た
な
宇

宙
論
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
最

先
端
の
物
理
学
で
は
、
ビ
ッ
グ
バ
ン

の
前
に
も
別
の
宇
宙
が
あ
っ
た
だ
ろ

う
と
計
算
さ
れ
、
そ
の
前
に
も
ま
た

別
の
宇
宙
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
予
測

さ
れ
る
そ
う
だ
。
さ
ら
に
は
宇
宙
が

複
数
あ
る
可
能
性
も
論
じ
ら
れ
て
お

り
、
世
界
の
始
ま
り
と
い
う
謎
は

益
々
に
深
ま
っ
て
い
る
と

言
え
る
。 

 
 他

方
で
仏
教
は
、
世
界

は
無む

始し

よ
り
此こ

の
方か

た

存
在

し
、
始
ま
り
無
け
れ
ば
終

わ
り
も
無
し
と
す
る
。
創

造
主
も
立
て
な
い
。
た
だ

有
る
の
は
変
化
の
み ―

―
 

無む

始し

無む

終
じ
ゅ
う

に
し
て
、

諸し
ょ

行
ぎ
ょ
う

無む

常
じ
ょ
う

だ
と
説
く
。 

 

考
え
て
み
る
と
「
私
」

と
い
う
も
の
も
そ
う
だ
。

い
つ
始
ま
っ
た
の
か
と
問
わ
れ
て
も
、

記
憶
に
な
い
。
気
づ
い
た
時
に
は
も

う
始
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
延
長
を
今

日
も
生
き
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
、
終
わ
り
も
意
外
と
そ
う
い
う
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
（
龍
） 
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万灯万華供養 本尊大祭 
5 月 5 日、6 日、7 日 毎夜 18時半～「万灯万華供養法要」  

5 月8 日（水）13時～16時 結願「中曲理趣三昧法要」 
本尊厨子が開扉され 三日三晩 全九座の法要を奉修 

回向塔婆 灯篭供養にて 檀徒各家精霊に回向を捧げます 

5/8 結願には 岡山市内有縁の真言宗寺院様がご参集され 

盛大な法要が執り行われます 

どうぞお繰り合わせご参拝下さいませ 

回向塔婆供養  二千円也／一本 

灯 篭 供養  二千円也／一基 

位牌供養申受け 三千円也／一基 
※お位牌を本尊前に安置し 三日三晩 ご供養いたします 

 

詳しくは別紙ご案内用紙をご確認ください 

本尊法楽 先祖供養 
 



節
分
星
ま
つ
り 

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
二
月
三
日
、

恒
例
の
「
節
分 

星ほ
し

ま
つ
り
」
を
奉

修
し
ま
し
た
。 

当
日
は
雨
模
様
と
な
り
、
例
年

よ
り
も
少
な
い
参
拝
者
数
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
五
十
名
ほ
ど
の
皆
様
と

『
般
若
心
経

は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

』
、
『
星ほ

し

供く

本ほ
ん

尊ぞ
ん

咒し
ゅ

』

を
元
気
に
お
唱
え
す
る
と
と
も
に
、

本
堂
に
は
釜か

ま

鳴な
り

護ご

摩ま

や
法ほ

う

楽ら
く

太だ
い

鼓こ

が

鳴
り
響
き
、
立
春
ら
し
い
賑
や
か
な

法
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
備び

前ぜ
ん

太た
い

鼓こ

唄う
た

弘こ
う

西さ
い

普ふ

及
き
ゅ
う

会か
い

の
皆
様
に
よ
る
「
獅
子
舞
奉
納
」、
、

さ
ら
に
は
節
分
厄
払
い
豆
ま
き
も
行

わ
れ
ま
し
た
。 

厄
除
け
祈
願
の
た
め
に
奉
納
い
た

だ
い
た
多
く
の
御
供
（
お
菓
子
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
）
は
、
お
土
産
と
し
て

皆
様
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
児
童
養
護
施
設
備
作
恵
済
会

「
若わ

か

松ま
つ

園え
ん

」
様
に
ご
寄
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
祭
を
奉
修
す
る
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

涅
槃
会 

 

釈
し
ゃ
く

尊そ
ん

入
滅
日
で
あ
る
二
月
十
五

日
、
玉

ぎ
ょ
く

佛ぶ
つ

釈し
ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

像ぞ
う

を
祀
る
玉

ぎ
ょ
く

佛ぶ
つ

堂ど
う

を
道
場
に
、
涅ね

槃は
ん

会え

を
奉
修
し

ま
し
た
。 

『
佛ぶ

つ

涅ね

槃は
ん

図ず

』
、
並
び
に
『

十
じ
ゅ
う

六ろ
く

羅ら

漢か
ん

図ず

』
を
掲
げ
、
四
座
（
涅
槃
講

ね

は

ん
こ

う

、

羅
漢
講

ら

か

ん
こ

う

、
遺
跡
講

ゆ
い
せ
き
こ
う

、
舎
利
講

し

ゃ

り
こ

う

）
そ
れ

ぞ
れ
の
和
讃
を
奉
唱
。
大だ

い

恩お
ん

教
き
ょ
う

主し
ゅ

釈し
ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

の
遺
徳
を
称
え
る
法
会
を

修
す
と
と
も
に
、
参
拝
者
皆
さ
ま
に

は
住
職
に
よ
る
涅
槃
図
の
読
み
解
き

を
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

仏
法
と
の
ご
縁
に
感
謝
し
な
が
ら
、

涅
槃
会
は
毎
年
二
月
十
五
日
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

寺
子
屋
文
化
講
座 

 

第
四
十
四
回
目
の
開
催
と
な
っ
た

「
長
泉
寺
寺
子
屋
文
化
講
座
」
は
二

月
二
十
七
日
、
岡
山
民
族
学
会
元
理

事
長
の
難
波

な

ん

ば

俊と
し

成な
り

先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
「
岡
山
市
の
墓
地
の
変
遷
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

難
波
先
生
に
は
、
「
墓
」
と
い
う

も
の
の
意
味
や
歴
史
、
そ
し
て
岡
山

市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
現
在
の
東

山
、
半
田
山
と
い
っ
た
巨
大
墓
地
が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
詳
し
く
解
説
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 



 

株
式
会
社
グ
ロ
ッ
プ
様
（
中
区
穝

東
町
）
は
、
本
年
七
月
に
開
催
予
定

の
当
山
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
同
社
が
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
を

務
め
る
Ｊ
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

「
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
」
様
の
今
シ

ー
ズ
ン
選
手
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
、
昨
年
に
引
き
続
き
当
山
へ

奉
納
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

い
た
だ
い
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、

夏
ま
つ
り
の
お
楽
し
み
抽
選
会
（
子

ど
も
部
）
に
て
、
当
選
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

          

コ
ン
サ
ー
ト
環  

            

長
泉
寺
合
唱
団
ナ
ー
ガ
は
二
月
四

日
、
旧
日
銀
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
（
北
区

内
山
下
）
で
行
わ
れ
た
「
コ
ン
サ
ー

ト
環か

ん

」
に
昨
年
に
引
き
続
き
出
演
い

た
し
ま
し
た
。 

こ
の
一
年
で
メ
ン
バ
ー
が
増
え
、

歌
唱
力
も
大
き
く
向
上
し
た
ナ
ー
ガ

の
歌
声
に
対
し
て
、
ご
来
場
い
た
だ

い
た
方
々
よ
り
多
く
の
賛
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
追
悼
法
会 

三
月
十
一
日
、
平
成
二
十
三
年

「
東
日
本
大
震
災
」
発
生
時
刻
午
後

二
時
四
十
六
分
、
当
山
鐘
楼
門
に
て

追
悼
の
鐘
を
撞
く
と
と
も
に
、
本
堂

に
て
犠
牲
物
故
者
に
回
向
す
る
法
会

を
奉
修
し
ま
し
た
。 

                 

                        

 

原田清子様（㈱GROP会長夫人・写真左） 

玉佛堂 奉納のぼり幡 のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年春に落慶した「玉佛堂
ぎょくぶつどう

」

は、檀信徒精霊を弔うため主に檀家年

忌法事を行う八角円堂です。その本尊

である「玉佛釈迦牟
ぎょくぶつしゃかむ

尼
に

如来
にょらい

」（中国洛

陽市白馬寺
は く ば じ

請来）を讃えるための「の

ぼり幡」を奉納いただけます御方に

は、当山までご連絡下さいませ。 

玉佛堂奉納のぼり幡 5,000円也/一基 

長泉寺の縁日法会へ 
 どうぞご参拝ください 

  

毎月 8日 10時～ 本尊縁日法会 

21日 10時～ 大師縁日法会 

28日 10時～ 不動縁日護摩供 

 

奉 
 

納 



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
会 

能
登
半
島
地
震
救
援
活
動 

 
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
百
万
円
を
寄
付 

長
泉
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
会
は

三
月
八
日
、
当
山
檀
信
徒
の
志
納
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
「
令
和
六
年
能

登
半
島
地
震
救
援
募
金
」
百
万
円
を
、

国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

（
ア
ム
ダ
・
北
区
伊
福
町
）
へ
寄
託

い
た
し
ま
し
た
。 

同
震
災
直
後
よ
り
石
川
県
輪
島
市

に
入
り
緊
急
医
療
支
援
活
動
を
実
施

し
て
き
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
主
に
市
内

中
学
校
を
拠
点
に
避
難
所
の
衛
生
管

理
、
感
染
症
診
療
な
ど
を
担
い
、
発

災
後
直
後
の
被
災
地
医
療
を
支
え
ま

し
た
。 

約
一
ヵ
月
に
わ
た
り
医
療
活
動
を

実
施
し
た
後
、
二
月
三
日
を
以
っ
て

そ
の
活
動
を
地
元
の
医
療
機
関
へ
と

引
き
継
ぎ
、
今
後
は
被
災
地
の
状
況

に
合
わ
せ
て
、
教
育
支
援
や
交
流
事

業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
現

地
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
が
刻
々
と
変
化

し
て
い
く
中
で
、
今
後
も
引
き
続
き

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
会
と
し
て

も
、
引
き
続
き
支
え
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
能
登
半
島
地
震
救
援
募
金

を
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
持
参
し
た
こ
の
日
、

当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
会
は
こ
れ
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
難
民
支
援
金
」
の
追
加
分
計
二
十

三
万
円
、
「
ト
ル
コ
地
震
復
興
支
援

募
金
」
計
六
万
五
千
円
も
併
せ
て
持

参
寄
付
し
て
お
り
ま
す
。 

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
緊
急
医
療
支
援
活
動
】 

一
月
一
日 

発
災 

二
日 

調
整
員
二
名
が
輪
島
市

立
輪
島
病
院
へ
入
り
、

現
地
ニ
ー
ズ
を
調
査 

 
 

四
日 

医
師
、
看
護
師
ら
合
流 

 
 

五
日 

避
難
所
の
調
査 

 
 

六
日 

第
二
次
チ
ー
ム
派
遣 

 
 

七
日 

感
染
症
の
確
認 

 
 
 
 
 

輪
島
中
学
校
を
活
動
拠

点
と
し
、
現
地
で
の
診

療
を
開
始 

 
 

八
日 

第
三
次
チ
ー
ム
派
遣 

 
 

九
日 

第
四
次
チ
ー
ム
派
遣 

 

十
二
日 

巡
回
診
療
お
よ
び
避
難

環
境
に
関
す
る
聞
き
取

り
調
査
を
実
施 

 

十
五
日 

第
五
次
チ
ー
ム
派
遣 

 

十
七
日 

第
六
次
チ
ー
ム
派
遣 

 

十
八
日 

第
七
次
チ
ー
ム
派
遣 

 

十
九
日 

避
難
所
へ
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
設
置 

 

二
十
二
日 

第
八
次
チ
ー
ム
派
遣 

二
十
三
日 

避
難
所
で
の
健
康
ス
ト

レ
ッ
チ
開
始 

二
十
四
日 

地
元
医
療
と
の
連
携
を

開
始 

二
十
六
日 
避
難
所
へ
血
圧
計
を
設 

 
 
 

 
 
 
 
 

置
。
緊
急
時
以
外
の
診

療
を
地
元
の
か
か
り
つ

け
医
へ
移
行 

二
十
八
日 

地
元
医
療
へ
一
本
化
を

決
定 

二
月
一
日 

発
災
一
ヵ
月 

 
 

三
日 

被
災
地
で
の
医
療
支
援

活
動
終
了 

 

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
の
派
遣
者
（
医
師
・

看
護
師
・
調
整
員
）
の
べ
四
十
八
名
。

診
療
対
応
数
七
九
二
件
（
胃
腸
炎
・

コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
） 

                

長泉寺ボランティア基金会 寄付金の受付 
  

ゆうちょ銀行 総合口座 

15460 30539111 
  
郵便局以外の金融機関から振込む場合は 

【店名】五四八 【店番】548 

【預金種目】普通預金 

【口座番号】3053911 
 

ご協力をお願いします 

写真左から龍門住職、多田章利総代、浦上洋総代、
難波妙 AMDA副理事長、 



令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
救
援
募
金 

志
納
者
ご
芳
名  

令
和
六
年
一
月
二
日
～
三
月
十
二
日 

敬
称
略 

順
不
同 

 
 服

部
政
子 
朝
森
喜
久
子 

村
松
律
子 

高
杉
泰
彦 

矢
吹
哲
男 

伊
藤
圭
子 

有
松
啓
介
・
絹
子 

 
  

 
沖
田
武
司 

 

谷
芳
樹 

 
 

丸
山
惣
一 

 
斎
藤
忠
正 

安
達
泰
昌 

安
宅
正
子 

酒
井
勉 

白
岩
あ
け
み 

前
原
肇 

稲
田
公
子 

田
中
建
治
・
律
子 

 

小
林
原
義 

遠
藤
英
弘 

大
西
緑 

杉
谷
和
穂 

穐
田
哲
也 

高
見
智
子 

千
葉
義
明 

湯
之
上
良
光 

浮
田
當
枝 

小
原
洋
美 

 

重
藤
美
代
子 

瀬
尾
文
子 

中
塚
典
郎 

保
崎
千
代
子 

大
橋
淳
男 

小
林
閑
子 

時
吉
正
志 

中
川
美
代
子 

松
田
恭
子 

中
塚
房
子 

笹
山
善
男 

渡
邉
進 

小
西
武
・
晴
子 

定
清
勇 

河
﨑
邦
彦 

小
林
道
子 

牧
村
秀
章 

山
本
弘
敏 

髙
橋
百
合
子 

福
池
忠
重 

金
井
勇

大
橋
千
代
子 

西
方
邦
春 

原
田
清
子 

高
見
美
代
子 

信
部
淳
子 

石
村
学 

山
下
弘
子 

豊
後
康
弘 

難
波
忠
夫 

伊
達
浩
子 

石
原
縉
吾 

山
田
紀
香 

嘉
数
英
美 

四
宮
満
子 

西
尾
新
一 

藤
井
寛
子 

新
免
幸
子 

速
水
睦
枝 

三
宅
信
好 

髙
取
邦
子 

丸
山
幸
男 

佐
藤
由
美 

渡
部
新
平 

武
田
裕
子 

三
宅
恒
夫 

山
口
久 

木
下
一
男 

野
村
和
江 

秋
庭
隆
志 

杉
山
花
子 

島
本
昭
子 

西
田
美
智
子
・
幸
子 

田
原
真
由
美 

真
部
晃 

奥
昭
恵 

石
井
進 

土
松
良
一 

大
橋
正
和 

ム
ラ
タ
ノ
ブ
コ 

浦
上
洋 

人
見
雅
子 

人
見
和
幸 

人
見
友
佳
子 

人
見
禎
昭 

 

行
本
美
子 

北
川
喜
信 

德
森
康
子 

柳
井
一
秀 

松
井
志
津
雄 

井
上
正
美

石
原
二
三
子 

野
崎
豊 

米
田
利
佐 

田
中
強 

落
合
か
お
り 

松
田
寿
美
子 

西
上
早
苗 

岡
本
延
枝 

宮
本
ユ
リ
カ 

渡
辺
ヒ
ロ
コ 

佐
藤
恭
子 

川
上
節
夫 

香
川
和
道 

玉
井
茂
松 
藤
岡
聖
士 

笠
井
美
智
子 

笠
井
照
子 

登
尾
美
行 

間
健
一 

成
田
泰
浩 

成
田
み
さ
こ 

成
田
大
志 

成
田
剛
志 

木
下
博
夫 

妹
尾
政
典 

白
神
美
保 

冨
田
英
行 

長
江
志
満
子 

中
川
通
子 

古
川
季
靖 

山
下
明
美 

田
中
幸
治 

光
岡
香
里 

田
邊
善
治 

冨
田
伊
久
子 

谷
口
悦
朗 

中
村
久
美
子 

岸
本
諭  

宮
本
光
研 

宮
本
容
子 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
支
援
募
金 

志
納
者
ご
芳
名
（追
記
分
）  

令
和
五
年
六
月
～
令
和
六
年
三
月
十
二
日 

敬
称
略 

順
不
同 

 
 家

守
徑
子 

伊
藤
圭
子 

中
村
久
美
子

白
神
美
保 

橋
本
時
夫 

原
田
清
子 

松
本
友
宏  

山
田
紀
香 

 

光
岡
香
里 

長
江
志
満
子 

難
波
治
子 

原
田
恵
昭

石
原
眞
名
美  

佐
藤
恭
子 

 
 
 
 
 

                

能
登
半
島
地
震
満
中
陰
忌
法
会 

能
登
半
島
地
震
満ま

ん

中
ち
ゅ
う

陰い
ん

忌き

に
あ

た
る
二
月
十
八
日
、
真し

ん

言ご
ん

宗
し
ゅ
う

御お

室む
ろ

派は

備び

前ぜ
ん

宗
し
ゅ
う

務む

支し

所し
ょ

は
、
同
地
震
物

故
者
供
養
の
た
め
、
現
在
支
所
が
置

か
れ
て
い
る
大
福
寺
（
中
区
御
成
町
）

の
本
堂
に
て
理り

趣し
ゅ

三
昧

ざ
ん
ま
い

法
会

ほ

う

え

を
奉
修

し
ま
し
た
。 

発
災
時
刻
に
合
わ
せ
て
追
悼
の
鐘

を
鳴
ら
す
と
と
も
に
、
参
集
し
た
二

十
ヶ
寺
の
僧
侶
が
読
経
。
龍
門

り
ゅ
う
も
ん

住

職
は
法
会
の
執
行
を
司
る
「
威
儀
師

い

ぎ

し

」

を
勤
め
ま
し
た
。 

           

 

志納金累計 

能登半島地震救援募金 ￥918,875 

ウクライナ難民支援金 ￥722,148 

トルコ地震復興支援金  ￥64,572 
  
あたたかいご支援に対し、心より厚く御礼申し上げます。 

長泉寺ボランティア基金会 



岡
山
藩
学
校
と
薬
園 

 
 寺

院
の
名
前
に
は
、
必
ず
「
〇
〇

山
〇
〇
寺
〇
〇
院
」
と
い
っ
た
形
で

山
号
、
寺
号
、
院
号
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
当
山
の
そ
れ
は
と

言
い
ま
す
と
、
「
薬
園
山

や
く
え
ん
ざ
ん

長
泉
寺
医

ち
ょ
う
せ
ん
じ
い

王
院

お
う
い
ん

」
と
い
う
の
が
正
式
名
称
で
、

「
長
泉
寺
」
は
そ
の
略
称
で
す
。 

さ
て
今
回
は
、
長
泉
寺
の
山
号
で

あ
る
「
薬
園
山

や
く
え
ん
ざ
ん

」
に
ま
つ
わ
る
お
話

で
す
。
そ
こ
に
は
岡
山
藩
初
代
藩
主

池
田

い

け

だ

光
政

み
つ
ま
さ

公
、
並
び
に
二
代
藩
主
綱つ

な

政ま
さ

公
と
の
深
い
関
わ
り
が
あ
る
の
で

す
。 

 

光
政
公
と
言
え
ば
、
閑
谷

し
ず
た
に

学
校
を

創
建
し
た
こ
と
で
有
名
で
す
が
、
強

い
想
い
を
持
っ
て
岡
山
藩
の
教
育
改

革
を
行
っ
た
御
方
で
す
。
そ
の
一
環

で
、
岡
山
藩
学
校
は
和
気
閑
谷
だ
け

で
な
く
、
城
下
町
に
も
造
営
さ
れ
ま

し
た
。 

光
政
公
に
よ
っ
て
寛
文
六

年
（
一
六
六
六
）
に
創
建
さ

れ
た
藩
学
校
で
す
が
、
開
校

早
々
に
生
徒
数
が
急
増
し
た

た
め
、
二
年
後
の
寛
文
八
年

（
一
六
六
八
）
、
現
在
の
岡

山
中
央
中
学
校
（
北
区
蕃
山

町
）
付
近
へ
新
校
舎
の
建
設

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
そ
れ
に
併
せ
て
、
現
在
の

長
泉
寺
が
位
置
す
る
辺
り
、

即
ち
御
野
郡

み

の

ぐ

ん

南
方
村

み
な
み
が
た
む
ら

に
学

校
下
屋
敷
二
町
（
約
六
、
〇

〇
〇
坪
）
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。 か

な
り
広
大
な
敷
地
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
に
は
大
き
な
校
舎
が
あ

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
池
や
牧

草
地
、
さ
ら
に
は
田
園
や
茶
畑
な
ど

が
置
か
れ
、
言
わ
ば
街
は
ず
れ
の

長
閑

の

ど

か

な
場
所
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気

だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
そ
こ
に
は
、
学
校
関
係
者
が
居
宅

す
る
長
屋
の
ほ
か
、
藩
主
が

寛
く
つ
ろ

ぐ

た
め
の
「
御
殿

ご

て

ん

御
茶
屋

お

ち

ゃ

や

」
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
綱
政
公
は
そ
れ
ら
の
整

備
に
関
し
て
、
意
匠
や
造
園
に
つ
い

て
細
か
な
指
示
を
出
し
て
お
り
、
南

方
村
の
下
屋
敷
に
対
す
る
池
田
家
親

子
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

す
。 長

泉
寺
の
近
辺
は
、
宇
喜
多
家
の

時
代
よ
り
薬
草
や
野
菜
類
が
栽
培
さ

れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
、
「
薬
園

や
く
え
ん

」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所

に
藩
学
校
下
屋
敷
が
開
設
さ
れ
た
わ

け
で
す
が
、
そ
こ
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
は
主
に
水
泳
、
弓
、
火
矢
、
鉄
砲
、

馬
な
ど
で
、
つ
ま
り
屋
外
で
の
武
術

訓
練
の
場
と
な
っ
た
の
で
し
た
。
光

政
公
や
綱
政
公
も
、
元
気
の
良
い
若

人
た
り
が
懸
命
に
修
練
す
る
様
子
を

眺
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

寛
文
十
年
七
月
六
日
、
参
勤
交
代

で
江
戸
か
ら
帰
っ
て
き
た
光
政
公
は
、

薬
園
の
改
装
後
初
め
て
御
殿
御
茶
屋

で
御
膳
を
召
し
上
が
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
以
降
た
び
た
び
薬
園
を
訪

れ
て
は
、
綱
政
公
や
政ま

さ

言こ
と

公
（
光
政

公
の
次
男
で
鴨
方
藩
初
代
藩
主
）
ら

コ
ラ
ム 

「元禄城下絵図」（岡山大学付属図書館蔵） 

池田光政公（林原美術館蔵） 

池田綱政公（林原美術館蔵） 

 長泉寺 

 
内匠殿御家来屋敷 



と
遊
覧
さ
れ
ま
し
た
。
御
殿
御
茶
屋

で
は
、
薬
園
池
で
飼
わ
れ
て
い
た
鯉

や
鮒
な
ど
の
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、

家
族
や
家
臣
の
み
な
ら
ず
、
学
校
関

係
者
や
生
徒
な
ど
と
も
宴
席
が
持
た

れ
ま
し
た
。
公
に
と
っ
て
薬
園
は
、

城
か
ら
少
し
離
れ
た
閑
静
な
場
所
で
、

様
々
な
人
と
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き

る
憩
い
場
で
あ
り
、
心
の
癒
し
と
な

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

し
か
し
な
が
ら
、
光
政
公
が
滅
せ

ら
れ
て
四
年
後
の
貞
享
四
年
（
一
六

八
七
）
、
綱
政
公
は
後こ

う

園え
ん

（
現
在
の

後
楽
園
）
の
造
営
を
開
始
し
ま
す
。

薬
園
が
持
っ
て
い
た
憩
い
の
場
と
し

て
の
機
能
と
、
城
東
側
の
防
衛
機
能

を
併
せ
持
っ
た
大
き
な
庭
園
を
新
た

に
希
求
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
薬
園
は
後
楽
園
の

前
身
的
な
施
設
だ
っ
た
と
評
価
で
き

る
で
し
ょ
う
。 

そ
の
後
、
学
校
下
屋
敷
の
地
は
政

言
公
に
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

薬
園
も
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
園
の
一
部
は
「
内
匠

た

く

み

殿ど
の

御
家
来

ご

け

ら

い

屋
敷

や

し

き

」
と
な
り
、
政
言
公

の
長
男
で
あ
る
鴨
方
藩
二
代
目
藩
主

政
倚

ま
さ
よ
り

公
の
別
邸
が
置
か
れ
ま
し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
と
て
も
興
味
深

い
薬
園
の
歴
史
で
す
が
、
そ
の
痕
跡

は
「
薬
園
山
」
と
い
う
長
泉
寺
の
山

号
に
残
さ
れ
る
の
み
で
、
ご
近
所
に

お
住
ま
い
の
方
で
さ
え
も
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。 

そ
こ
で
昨
年
、
南
方
中
道

な
か
み
ち

長
泉
寺

町
内
会
は
、
薬
園
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
残
そ
う
と
岡
山
市
が
行
っ
て
い

る
「
岡
山
歴
史
看
板
整
備
事
業
」
へ

申
請
し
、
晴
れ
て
こ
の
度
「
岡
山
歴

史
の
ま
ち
し
る
べ
・
御
野
郡
南
方
村

の
薬
園
」
と
い
う
看
板
が
当
山
境
内

に
設
置
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
中
旬
に
は
、
山
門
横
に
建
立
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

 ※
参
考
資
料
「
資
料
紹
介 

岡
山
藩
学
校
の

薬
園
に
つ
い
て
」
倉
地
克
直
先
生
（
第
二

十
六
号
閑
谷
学
校
研
究 

二
〇
二
二
・
五
） 

 

梵
語
「ル
シ
ャ
ナ
」 

梵
語
「
ル
シ
ャ
ナ
」
は
「
光
り
輝

く
」
の
意
。
ル
シ
ャ
ナ
ブ
ツ
（
盧
舎

那
仏
）
は
太
陽
そ
の
も
の
で
あ
り
、

釈
尊
の
教
え
を
人
格
化
し
た
如
来―

―
―

「
法
身
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
が
ご
存
じ
の
ル
シ
ャ
ナ
ブ
ツ
と

言
え
ば
、
や
は
り
な
ん
と
い
っ
て
も

奈
良
東
大
寺
の
大
仏
で
し

ょ
う
。
こ
れ
は
中
国
洛
陽

市
に
あ
る
龍
門
石
窟
の
盧

舎
那
仏
が
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

密
教
に
な
る
と
「
マ
カ

ビ
ル
シ
ャ
ナ
ブ
ツ
（
摩
訶

毘
盧
遮
那
仏
）
」
、
即
ち

「
大
日
如
来

だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い

」
と
な
り
、

太
陽
の
光
と
異
っ
て
影
を
生
み
出
さ

な
い
普
遍
な
る
光
へ
と
進
化
し
ま
し

た

。
「
除じ

ょ

闇あ
ん

遍へ
ん

明
み
ょ
う

」

や
「

遍
照

へ
ん
じ
ょ
う

金
剛

こ
ん
ご
う

」
と
漢
訳
さ
れ
ま
す
。 

一
方
、
イ
タ
リ
ア
に
「
サ
ン
タ
・

ル
チ
ア
」
と
い
う
有
名
な
歌
曲
が
あ

り
ま
す
。「
ル
チ
ア
（Lucia

）」
と 

 

 

は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
光
と
い
う
意
味

で
、
女
性
の
名
前
と
し
て
用
い
ら
れ

ま
す
。
ラ
テ
ン
語
で
は
「
ル
ク
ス

（lux

）」
に
当
た
り
、
英
語
圏
に
は

「
ル
シ
ー
ル
（Lucille

）
」
や
「
ル

ー
シ
ー
（Lucy

）
」
と
い
っ
た
名
前

の
女
性
が
多
い
で
す
ね
。
い
ず
れ
も

ラ
テ
ン
語
か
ら
派
生
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
ル
シ
ャ
ナ
と
の
関
わ

り
を
感
じ
ま
す
。 

ご
真
言
「
オ
ン 

ボ
ダ 

ロ
シ

ャ
ニ 

ソ
ワ
カ
」
は
開
眼
咒
で
、

ロ
シ
ャ
ニ
が
ル
シ
ャ
ナ
に
同
じ
。

光
り
輝
く
仏
眼
を
開
き
、
真
実

を
見
よ
、
と
い
う
意
味
で
す
。 

皆
さ
ん
が
よ
く
お
唱
え
な
さ

る
「
光
明

こ
う
み
ょ
う

真
言

し
ん
ご
ん

」
で
は
、
「
オ

ン 

ア
ボ
キ
ャ 

ベ
イ
ロ
シ
ャ
ノ
ウ 

マ
カ
ボ
ダ
ラ
・
・
・
」
と
な
り
ま
す

が
、
「
ベ
イ
ロ
シ
ャ
ノ
ウ
」
は
「
毘

盧
遮
那
」
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
大
日

の
輝
き
を
意
味
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

（
続
） 

 

日本語と真言宗 
名誉住職 光研 



「佐々井秀嶺師とは何者なのか？」 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  

 

 

講師： 佐伯隆快 師 

元「南天会」事務局長 

真言宗長命密寺住職 

4 月2 日 (火)     
19：00～20：30  

於：長泉寺本堂  
参加無料・予約先着 50名 

参加ご希望のお方には、 

当山まで事前にお申込み下さい。 

                         

                         

   

    

                   

             

長泉寺の公式ホームページをぜひご活用下さい    

住職のブログ、月行事日程、文化教室のご案内など長泉寺の様々な情報がご覧になれます 

将 棋 ク ラ ブ 
  
毎月一回 客殿で開催中 参加無料 

 

■71回目 

4 月14 日（日） 13：30－16：00 
 

■72回目 

5 月25 日（土） 13：30－16：00 
 

いつも集まったメンバーで楽しくやっていま

す。どなたでもお気軽にご参加ください。 

岡山県出身で、半世紀にわたっ

てインド仏教界の頂点に立つア

ーリヤ・ナーガルジュナ・シュ

ーレイ・ササイ上人。 

今回は、長年にわたって佐々井

上人を支えている佐伯隆快師を

お招きし、上人の壮絶なる半生

とその生き様にせまります。 
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長泉寺 南方          
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の
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清
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永代供養塔 樂陽廟 

春 秋 祭 
４月21 日（日）11時～ 

奉修 合同追悼法要  於玉佛堂 
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5/18(土)～19(日) 
参加費￥65,000 
新幹線・貸切バス移動 
宿泊 ホテルシングルルーム利用 
申込み締切 4 月末まで 
主催：長泉寺 杖心会 
詳しくは別紙申込用紙をご覧ください 

釈尊ご誕生慶祝 花まつり 

４月８日（月）13時～15時 

於：後楽園鶴鳴館  主催：岡山市仏教会 


